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越生まつり開催に伴う車両通行止めのお知らせ

～絢爛豪華な山車の競演～越生まつり

　越生まつりの開催に伴い、交
通規制を実施いたします。
　１日目の交通規制は午後３
時、２日目は午後１時からとな
ります。
　まつり期間中は、大変ご迷惑
をお掛けいたしますが、ご協力
をよろしくお願いいたします。

※越生まつり開催区域内の小型
無人飛行機（ドローン等）の持ち
込みと飛行は自粛してください。

越生まつり開催に伴う夜間臨時バスの運行について
27日（日）の花火打ち上げに伴い夜間に臨時バスを運行します。なお、詳しくは上部町HPからご覧ください。

※車両通行止区間内は、自転車の通行も禁止されています。自転車で通
行される場合は、必ず自転車を降り、押して歩いてください。 違反
した場合、罰則の対象となりますのでご注意ください。

車両通行止めの期日・時間　
7月26日（土）午後3時～午後９時
7月27日（日）午後１時～午後９時
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７月26日（土）
　午後３時～５時　　　　山車の展示、町内曳き
　午後５時～９時　　　　山車の曳き回し
　　　27日（日）
　午後１時～３時 30 分　 神輿渡御
　午後１時～５時　　　　参加団体によるイベント（よさこい等）
　午後５時～９時　　　　山車の曳き回し
　午後７時 10 分ごろ　　 ６台山車揃、花火

曳きまわしに参加しませんか
　越生まつりで曳きまわしが
行われる６台の山車に、曳き
手として参加することができ
ます。まつり当日に各町の会
所にお立ち寄りください。
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町長室から 越生町長
新井　康之

　梅園小学校と越生小学校の３年生の児童が、
５月29日（木）に「越生梅林」内の町有地で、
梅もぎ体験をしました。
　私もそこへ出向き、児童に梅をもぐ方法、ま
たその際の注意点、越生の梅の歴史や活用方法
等を話しました。児童は真剣に私の話を聞いて
くれました。私も話に熱が入りました。
　梅は越生町の特産物です。小学生の時から、
郷土の特産物である梅に愛着を持ち、収穫に携
わり、越生町の特色や良さを考え、関心を深め
ることは重要なことです。郷土に誇りを持って、
いつまでも忘れないでいてほしいと思います。

　第 75回全国植樹祭が、天皇陛下のご臨席のもと、５月 25日（日）に秩父市と小鹿野町にまたがる、
秩父ミューズパークで開催され、出席しました。
　全国植樹祭とは、森林や緑に対する国民の理解を深めるために
開催される、国土緑化運動の中心的行事で、埼玉県で開催される
のは 66年ぶりです。
　大会テーマは、「人・森・川　つなげ未来へ　彩の国」です。
大野埼玉県知事は、森林資源を「伐って、使って、植えて、育てる」
という循環利用を進めて、適切に管理していく「活

かつじゅ
樹」を推進す

るという時宜を得た素晴らしい挨拶をされました。
　森林面積が約７割を占める越生町は、この活樹にのっとり、今
後も森林資源を活用し、木材の利用拡大を図ってまいります。

厳かに世界無名戦士之墓慰霊大祭開催
夜は花火大会 若者等でにぎわう

梅園小・越生小児童 梅林で梅もぎ体験

全国植樹祭に出席

　世界無名戦士之墓慰霊大祭が５月10日（土）
に開催されました。今年は霊廟が建立されてか
ら、70年の節目の年にあたります。このため、
多くの皆さまや埼玉県の協力を得て霊廟の大規
模修繕工事を行いました。
　世界無名戦士の墓は、越生町の医師で、埼玉
県議会副議長であった長谷部秀邦先生が、恒久
平和の大願を成就したいという信念から発願さ
れたものです。
　私は慰霊式典で式辞を述べ、また厚生労働大
臣の追悼の言葉を代読しました。また、大野元
裕埼玉県知事のご臨席もいただき、追悼の辞も
いただきました。
　夜は花火大会が盛大に開催され、若者を含む
14,500人もの人出でにぎわいました。
　慰霊大祭や花火大会には多くの皆さまにご協
力いただきました。心から感謝申し上げます。

子育ての窓
１歳のお誕生日プレゼント
１歳の誕生月
に、越生町産の
木材「西川材」
を使用した積み
木のプレゼント
をしています。

慰霊式典で式辞

越生の梅について話す

全国植樹祭に出席
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